
　

8
月
25
日
～
28
日
、
文
部

科
学
大
臣
杯
第
72
回
全
日
本

大
学
対
抗
選
手
権
自
転
車
競

技
大
会
が
、
静
岡
県
伊
豆
ベ

ロ
ド
ロ
ー
ム
（
ト
ラ
ッ
ク
競

技
）、
日
本
Ｃ
Ｓ
Ｃ
５
㎞
サ
ー

キ
ッ
ト
コ
ー
ス（
ロ
ー
ド
競
技
）

で
開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大

学
自
転
車
競
技
部
は
、
学
校

対
抗
総
合
成
績
で
男
子
が
4

年
連
続
、
女
子
が
2
年
連
続

の
総
合
優
勝
と
い
う
快
挙
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

男
子
は
、堀
航
輝
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３
年
）
が
、

1
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で

日
本
学
生
新
記
録
（
記
録
1

分
02
秒
８
９
８
）
を
樹
立
し

優
勝
。
黒
枝
咲
哉
さ
ん
（
同

3
年
）、
野
上
竜
太
さ
ん
（
同

3
年
）、
堀
航
輝
さ
ん
の
3
年

生
ト
リ
オ
で
出
場
し
た
チ
ー

ム
ス
プ
リ
ン
ト
で
も
優
勝（
予

選
：
日
本
学
生
新
記
録
）
し

た
ほ
か
、
実
施
さ
れ
た
10
種

目
の
全
て
で
各
選
手
が
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

女
子
は
、
橋
本
優
弥
さ
ん

（
同
1
年
）が
、ポ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
、
3
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ

ア
ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
の
2
種

目
で
優
勝
し
た
ほ
か
、
男
子

同
様
実
施
さ
れ
た
6
種
目
の

全
て
で
入
賞
、
特
に
ポ
イ
ン

ト
レ
ー
ス
で
は
、
１
～
4
位

を
占
め
る
圧
巻
の
走
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
鹿
屋
体
育
大

学
は
男
女
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
競

技
部
門
、
ロ
ー
ド
競
技
部
門

で
部
門
優
勝
、
学
校
対
抗
総

合
成
績
で
も
昨
年
に
続
き
史

上
3
度
目
の
男
女
同
時
同
校

総
合
優
勝
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

指
導
す
る
黒
川
剛
監
督

は
、「
強
い
選
手
が
一
斉
に
卒

業
、
春
先
か
ら
の
レ
ー
ス
で

も
苦
戦
が
続
き
連
覇
は
難
し

い
状
況
だ
っ
た
。
種
目
優
勝

こ
そ
少
な
か
っ
た
が
、
入
賞

圏
外
と
目
さ
れ
た
１
～
2
年

生
達
が
イ
ン
カ
レ
本
番
直
前

に
急
成
長
し
、
全
種
目
で
入

賞
し
貢
献
し
た
。
選
手
達
が

最
後
の
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
、

全
力
で
精
進
し
た
成
果
が
出

て
報
わ
れ
た
。」
と
厳
し
い
戦

い
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

自
転
車
競
技
部
、全
日
本
イ
ン
カ

レ
で
男
女
と
も
に
総
合
優
勝
!!

【競技結果（入賞者）】
種　　目 順位 氏　　名（学年）

男　

子

スプリント 7 位 野上　竜太（3）
8 位 堀　航輝（3）

1km タイムトライアル 1 位 堀　航輝（3）
5 位 野上　竜太（3）

ポイントレース（40 ㎞） 4 位 阿部　将大（2）
ケイリン 3 位 安本　昇平（4）
4km インディヴィデュアルパーシュート 3 位 松本　憲斗（2）

タンデムスプリント 2 位 安本　昇平（4）
徳田　匠（1）

スクラッチ 6 位 黒枝　咲哉（3）

４ ㎞ チ ー ム パ ー
シュート 2 位

橋本　直（M1）
阿部　将大（2）
松本　憲斗（2）
徳田　匠（1）

チームスプリント 1 位
黒枝　咲哉（3）
野上　竜太（3）
堀　航輝（3）

個人ロードレース
（140 ㎞）

5 位 馬渡　伸弥（4）
7 位 徳田　優（4）
9 位 石井　駿平（1）

学校対抗総合成績 優勝 鹿屋体育大学

女　

子

スプリント 2 位 西島　叶子（2）
5 位 髙田　奈生（3）

500m タイムトライアル 4 位 橋本　優弥（1）
6 位 西島　叶子（2）

ポイントレース
（20 ㎞）

1 位 橋本　優弥（1）
2 位 江藤　里佳子（4）
3 位 中井　彩子（2）
4 位 髙田　奈生（3）

3km インディヴィデュアルパーシュート 1 位 橋本　優弥（1）
3 位 中井　彩子（2）

チームスプリント 2 位 内村　風羽香（1）
橋本　優弥（1）

個人ロードレース
（60 ㎞）

2 位 江藤　里佳子（4）
3 位 中井　彩子（2）
4 位 橋本　優弥（1）

学校対抗総合成績 優勝 鹿屋体育大学
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８
月
５
日
に
開
幕
し
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
が

終
わ
っ
た
。
当
初
、
運
営
や

治
安
に
不
安
が
あ
っ
た
が
、

日
本
人
選
手
の
活
躍
で
吹
っ

飛
ん
だ
。
特
に
感
じ
た
の

が
選
手
の
メ
ン
タ
ル
面
の
強

さ
。
奇
跡
的
逆
転
勝
利
の

場
面
を
数
多
く
目
に
し
た
。

鹿
屋
体
育
大
学
関
係
選
手

も
３
名
出
場
し
、
松
田
選

手
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
が
、
代
表
に
な
る
だ
け

で
も
血
の
滲
む
よ
う
な
努

力
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
▼

「
メ
ダ
ル
至
上
主
義
」
の
議

論
は
さ
て
お
き
、
こ
の
よ
う

な
ア
ス
リ
ー
ト
達
を
育
て
た

原
点
の
一
つ
に
、
学
校
単
位

で
行
わ
れ
て
い
る「
部
活
動
」

が
あ
る
。
競
技
力
向
上
は
も

ち
ろ
ん
人
間
関
係
を
広
げ
、

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の

進
展
に
も
貢
献
し
て
き
た
。

鹿
屋
体
育
大
学
で
も
自
主

的
な
課
外
活
動
を
推
奨
し
、

様
々
な
形
で
支
援
し
て
い
る

▼
一
方
、
最
近
、
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ

（
全
米
大
学
体
育
協
会
）
に

な
ら
い
、
公
式
戦
の
参
加
資

格
に
「
学
業
基
準
」
を
定

め
る
な
ど
部
活
動
を
制
限

す
る
大
学
も
出
て
き
た
。
学

生
ス
ポ
ー
ツ
の
永
遠
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
「
文

武
両
道
」
を
目
指
す
動
き

と
も
言
え
る
▼
最
後
に
、
邦

画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」（
第

40
作
寅
次
郎
サ
ラ
ダ
記
念

日
）
で
、
勉
強
、
特
に
「
課

題
解
決
能
力
」
の
大
切
さ

を
吐
露
し
た
寅
さ
ん
の
セ
リ

フ
を
紹
介
し
た
い
。
大
学
受

験
を
控
え
た
甥
が
何
の
た

め
勉
強
す
る
の
か
尋
ね
る
と

「
人
間
長
い
間
生
き
て
り
ゃ

い
ろ
ん
な
事
に
ぶ
つ
か
る
。

そ
ん
な
時
勉
強
し
て
な
い
奴

は
サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
で
決

め
る
と
か
、
そ
の
時
の
気
分

で
決
め
る
よ
り
し
よ
う
が
な

い
。
と
こ
ろ
が
勉
強
し
た
奴

は
自
分
の
頭
で
き
ち
ん
と
筋

道
を
立
て
て
こ
ん
な
時
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
み
ん

な
大
学
へ
行
く
ん
じ
ゃ
な
い

か
」（
Ｙ
・
Ｉ
）

女子ポイントレース　表彰台独占1㎞ タイムトライアル 堀さん
　

8
月
7
日
三
重
県
津
市

芸
濃
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
55
回
全
日
本
学

生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
が

開
催
さ
れ
、
鹿
屋
体
育
大
学

な
ぎ
な
た
部
が
試
合
競
技
団

体
の
部
で
見
事
二
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
演
技

競
技
の
部
で
は
北
希
織
さ
ん

（
武
道
課
程
１
年
）、
春
山
さ

く
ら
さ
ん
（
同
４
年
）
ペ
ア

が
、
試
合
競
技
個
人
の
部
で

は
春
山
さ
ん
が
い
ず
れ
も
３

位
入
賞
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
春
山
さ
ん
は
「
昨

年
の
優
勝
が
創
部
は
じ
め
て

で
あ
り
、
主
将
と
し
て
、
さ

ら
に
学
生
時
代
最
後
の
試

合
と
あ
っ
て
二
連
覇
に
向
け

て
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

　

こ
の
た
び
鹿
屋
体
育
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
所
属
の
福
森
健

太
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
４
年
）
が
「
２
０
１
６
年

Ｊ
Ｆ
Ａ
・
Ｊ
リ
ー
グ
特
別
指

定
選
手
」
に
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
受
け
入
れ
先
は
福
岡
県

北
九
州
市
を
本
拠
地
と
す
る

「
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
」（
Ｊ

２
）
で
す
。
鹿
屋
体
育
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
承
認
さ
れ

る
の
は
6
人
目
で
す
。

　

福
森
さ
ん
は
、
サ
イ
ド
か

ら
の
ク
ロ
ス
と
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
で

団
体
２
連
覇
！

「
２
０
１
６
年
Ｊ
Ｆ
Ａ
・
Ｊ
リ
ー
グ

特
別
指
定
選
手
」
に
承
認
！

め
二
連
覇
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
専

門
の
指
導
教
員
が
い
な
い
な

か
で
部
員
全
員
の
意
見
を

尊
重
し
、
み
ん
な
で
チ
ー
ム

を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
工

夫
し
た
こ
と
で
１
つ
に
ま
と

ま
り
、
今
回
の
結
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
演
技
の

部
で
も
3
位
に
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
を

狙
っ
て
い
た
の
で
悔
し
か
っ

た
で
す
が
、
来
年
は
北
さ
ん

を
中
心
に
、
演
技
競
技
で
も

優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
。
教
職
員
の
み

な
さ
ん
、
地
域
の
方
々
、
Ｏ

Ｇ
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
・
応
援
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
振
り
返
り
、
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

な
プ
レ
ー
が
魅
力
の
Ｄ
Ｆ
で
、

大
学
1
年
生
の
と
き
か
ら
九

州
大
学
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
、
今
年
3
月
に
行
わ
れ

た
デ
ン
ソ
ー
カ
ッ
プ
で
は
同
選

抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
全
試
合

に
先
発
出
場
す
る
な
ど
の
活

躍
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
現

在
鹿
屋
体
育
大
学
サ
ッ
カ
ー

部
の
主
将
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

福
森
さ
ん
は
、「
今
回
、
こ

の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
い
て
、
レ
ベ
ル
の
高
い
中
で

サ
ッ
カ
ー
が
出
来
る
こ
と
を

幸
せ
に
思
う
。
こ
れ
を
経
験

だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
試
合
に
出
て
結
果
に

繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
毎
日
の

練
習
か
ら
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
松
下
実
歩
さ
ん

（
武
道
課
程
4
年
）
が
日
本

学
生
な
ぎ
な
た
連
盟
の
活
動

に
貢
献
し
た
選
手
を
讃
え
る

浅
田
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

浅
田
賞
の
受
賞
は
鹿
屋
体
育

大
学
な
ぎ
な
た
部
で
は
平
成

25
年
度
受
賞
の
川
口
め
ぐ
み

さ
ん
に
続
き
2
人
目
で
す
。

なぎなた部サッカー部

　

ご
声
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ｆ
Ａ
・
Ｊ
リ
ー
グ
特
別

指
定
選
手
制
度

目
的
：
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て

最
も
成
長
す
る
年
代
に
種
別

や
連
盟
の
垣
根
を
越
え
、「
個

人
の
能
力
に
応
じ
た
環
境
」

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

概
要
：
全
日
本
大
学
サ
ッ

カ
ー
連
盟
、
全
国
高
等
学
校

体
育
連
盟
サ
ッ
カ
ー
部
、
ま

た
は
Ｊ
ク
ラ
ブ
以
外
の
第
２

種
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
連
盟

加
盟
チ
ー
ム
所
属
選
手
を
対

象
に
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

が
認
定
し
た
選
手
に
限
り
、

所
属
チ
ー
ム
の
登
録
の
ま
ま
、

Ｊ
リ
ー
グ
等
の
試
合
に
出
場

可
能
と
す
る
。
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9
月
18
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
剣
道
部
が
主
催
す
る
第
12

回
「
鹿
屋
杯
」
全
国
高
等
学

校
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
が
鹿

屋
市
の
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
同
大
学
の

武
道
教
育
に
よ
る
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
審
判
や
大
会
運
営

を
大
学
生
が
中
心
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
同
大
学
剣
道
部

独
自
の
高
大
連
携
及
び
広
報

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

本
大
会
の
前
日
に
は
、
同

大
学
武
道
館
に
お
い
て
、
高

校
生
、
大
学
生
、
指
導
者
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
合
同
稽

古
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参

加
者
が
稽
古
で
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
県
内
外

か
ら
男
子
61
チ
ー
ム
、
女
子

42
チ
ー
ム
、
総
勢
８
３
２
人

が
参
加
し
、
男
子
・
女
子
の

第
12
回「
鹿
屋
杯
」

全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道

錬
成
大
会
を
開
催

開会式の様子

試合の様子

　

第
24
回
鹿
屋
体
育
大
学
長

杯
オ
ー
プ
ン
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

が
8
月
28
日
に
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
小
学
3

年
生
か
ら
71
歳
ま
で
と
年

齢
、
ヨ
ッ
ト
歴
と
も
に
幅
広

く
、
今
年
度
の
い
わ
て
国
体

に
出
場
す
る
ウ
イ
ン
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
の
鹿
児
島
県
男
女
代

表
選
手
、
遠
方
で
は
大
分

県
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

開
会
式
で
は
、
松
下
雅
雄

学
長
の
挨
拶
の
後
、
亀
之
園

拓
斗
さ
ん
（
鹿
児
島
商
業

高
等
学
校
ヨ
ッ
ト
部
所
属
）

が
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ

に
則
っ
た
セ
ー
リ
ン
グ
を
行

い
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に

レ
ー
ス
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。

　

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
開
始
前
に

は
、
本
年
度
で
第
3
回
目
と

な
っ
た
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド

ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
の

レ
ー
ス
（
2
ク
ラ
ス
）
が
、

海
野
義
明
客
員
教
授
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
実
施

さ
れ
、
華
麗
な
タ
ー
ン
を
見

せ
る
姿
や
、
ヨ
ッ
ト
と
は
異

な
り
一
枚
の
ボ
ー
ド
の
上
に

立
つ
こ
と
に
苦
戦
す
る
姿

に
、
参
加
者
も
観
戦
者
も
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
に
は
７
ク
ラ
ス
50
艇

が
出
走
し
ま
し
た
。
第
1

レ
ー
ス
は
風
に
恵
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
徐
々
に
沖
出

し
の
風
が
吹
き
始
め
強
風

と
な
る
こ
と
も
な
く
、
残
り

2
レ
ー
ス
は
よ
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
実
施
さ
れ
、
予
定

の
3
レ
ー
ス
を
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
佐
々
木
彩

香
記
録
委
員
長
（
鹿
屋
体
育

大
学
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

部
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
4

年
）
か
ら
成
績
発
表
が
行
わ

れ
た
あ
と
、
学
長
か
ら
各
ク

ラ
ス
の
１
位
か
ら
３
位
ま
で

の
入
賞
者
に
賞
状
、
盾
お
よ

び
賞
品
が
授
与
さ
れ
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
（
賞
品
は
鹿
屋
未

来
研
究
会
よ
り
提
供
）。

　

最
後
に
中
村
夏
実
海
洋
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、

「
年
齢
、
競
技
歴
と
も
に
多

様
な
方
々
が
一
堂
に
会
す

る
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
は
他
に
な

く
、
参
加
者
全
員
で
楽
し
め

る
大
会
が
継
続
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
参
加
者

皆
様
の
1
人
1
人
の
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
好
意
の
お

か
げ
で
す
」
と
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
今
後
も
末
永
く
大
会

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
て
、
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
。

◆
Ｏ
Ｐ
級
Ａ
ク
ラ
ス

　

木
田　

丞
志
郎
さ
ん
（
鹿

児
島
ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
）

◆
Ｏ
Ｐ
級
Ｂ
ク
ラ
ス

　

北
川　

淳
朗
さ
ん
（
鹿
児

島
ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
）

◆
ダ
ッ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ス

　

石
田　

千
尋
さ
ん
（
鹿
児

島
商
業
高
校
ヨ
ッ
ト
部
）

◆
レ
ー
ザ
ー
4.7
ク
ラ
ス

　

瀧
本　

虎
隼
さ
ん
（
鹿
屋

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

◆
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
Ａ
ク
ラ
ス

　

三
森　

淳
さ
ん（
鹿
屋
市
）

◆
シ
ン
グ
ル
ハ
ン
ド
Ｂ
ク
ラ
ス

　

亀
之
園　

拓
斗
さ
ん
（
鹿

児
島
商
業
高
校
ヨ
ッ
ト
部
）

◆
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ク
ラ
ス

　

黒
石　

勇
次
さ
ん
（
北
杵

第
24
回 

鹿
屋
体
育
大
学
長
杯

オ
ー
プ
ン
ヨ
ッ
ト
レ
ー
スヨット　レース ウインドサーフィン　レース SUP　レース

築
郵
便
局
）

◆
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ａ
ク
ラ
ス

　

布
野　

泰
志
さ
ん
（
鹿
屋

体
育
大
学
）

◆
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ
ク
ラ
ス（
同
率
1
位
）

　

松
浦　

颯
良
さ
ん（
鹿
屋
市
）

　

石
原　

大
地
さ
ん
（
鹿
児

島
ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
）

　

松
下　

健
斗
さ
ん
（
錦
江

湾
高
校
ヨ
ッ
ト
部
）

国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

 

セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
開
催
国
と
し

て
、
日
本
国
政
府
が
推
進
す

る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国

際
貢
献
事
業
「
ス
ポ
ー
ツ･

フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」

で
は
、
２
０
１
４
年
か
ら

２
０
２
０
年
ま
で
の
７
年
間

で
発
展
途
上
国
を
は
じ
め
と

す
る
１
０
０
ヶ
国
以
上
・

１
千
万
人
以
上
を
対
象
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、

将
来
的
な
ア
ジ
ア
で
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
と
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ

界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
鹿
屋
体
育
大

学
国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
」

を
展
開
し
、
ア
ジ
ア
各
国
・

地
域
か
ら
若
手
の
コ
ー
チ
や

研
究
者
を
受
け
入
れ
、
短
期

間
の
セ
ミ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
第
４
回
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
は
じ
め

と
し
た
共
通
科
目
に
加
え
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
政
策
や

イ
ベ
ン
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等
を
中
心
と
し
た
「
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」

と
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
医
科
学
サ

ポ
ー
ト
お
よ
び
コ
ー
チ
や
ア

ス
リ
ー
ト
の
実
践
知
の
研
究

を
促
進
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ス
」
の

２
つ
の
コ
ー
ス
を
開
講
し
、

15
ヶ
国
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
に
14

名
、
「
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
コ
ー
ス
」
に
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
期
間

中
は
、
全
て
英
語
を
使
用

し
、
国
内
外
か
ら
招
聘
し
た

講
師
陣
や
同
大
教
員
に
よ
る

講
義
・
演
習
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
着
物
の
着
付
け
や
茶
道

と
い
っ
た
お

も
て
な
し
プ

ロ
グ
ラ
ム
や

鹿
屋
市
内
の

一
般
家
庭
へ

の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育

大
学
の
特
徴

を
活
か
し
た

団
体
戦
（
5
人
制
）
の
予
選

リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校

生
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
試
合

と
大
学
生
の
大
会
運
営
に

よ
っ
て
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

熱
戦
の
結
果
、
男
子
は
高

千
穂
高
等
学
校
、
女
子
は
筑

紫
台
高
等
学
校
が
優
勝
し
、

「
鹿
屋
杯
」
と
「
文
部
科
学

大
臣
賞
」
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

３
位
ま
で
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

男
子
団
体

優　

勝
：
高
千
穂
高
等
学
校

（
宮
崎
県
）

準
優
勝
：
筑
紫
台
高
等
学
校

（
福
岡
県
）

３　

位
：
鹿
児
島
商
業
高
等

学
校
（
鹿
児
島
県
）
、
久
御

山
高
等
学
校
（
京
都
府
）

女
子
団
体

優　

勝
：
筑
紫
台
高
等
学
校

（
福
岡
県
）

準
優
勝
：
高
千
穂
高
等
学
校

（
宮
崎
県
）

３　

位
：
菊
池
女
子
高
等
学

校
（
熊
本
県
）
、
錦
江
湾
高

等
学
校
（
鹿
児
島
県
）

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
に
よ
り
、

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
普
及
と
知

的
財
産
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
科

学
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
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　日頃は道路で練習することの多い自転車競技部
ですが、農作業中のおばあちゃんが「きばいやん
せな～（がんばりなさいよ）」と中腰で手を振り、
小学生達も「イエーイ！」と大はしゃぎでハイタッ
チの真似をしてくれて、地域の皆さんに応援され
ていることを感じます。
　自転車競技部は地域に密着しながら、『日本の
自転車競技をメジャーにし、未来の自転車界を支
える人材を育成する』ことを目標に活動していま
す。この目標は黒川剛監督と創設メンバーが、21
年前に自転車競技部を創部した時から全く変わっ
ておらず、このような意識を持った活動から日本
の自転車界に貢献出来る人材を次々と輩出してい
ます。
　大学、財団、企業、地域等の支援を受け、素晴
らしい活動環境を作り上げられた事で、特に競技
力向上は軌道に乗り、数々の実績を残しています。
　これまで 54 名の全国チャンピオンが誕生し、

308 回の全国優勝を達成しました。日本記録樹立
は 37回、30 名以上の日本代表選手を輩出、ロン
ドン五輪（2名）、リオデジャネイロ五輪（2名）
に関係者計4名のオリンピアンも送り込みました。
　ちなみに、東京五輪では関係者から 5名以上の
選手の輩出とメダル獲得、さらにスタッフ関係で
も 5名以上の輩出を目標に掲げています。
　しかし、日本にある国際規格競技場は東京五輪
開催地に決まった静岡県の伊豆ベロドロームだけ
ですので、鹿屋から世界で戦える選手を輩出する
ためにも、「国際規格の施設が鹿屋に欲しい」と
いうのが、チームが抱える一番の悩みと願いです。
この春には卒業生等によるプロチーム「シエルブ
ルー鹿屋」も設立され、鹿児島県や自転車界で大
きな話題になっています。
　これからも地域に愛される活動を続けつつ、世
界を目指し精進して参りますので、熱い声援をよ
ろしくお願い致します。

自転車競技
部

課外活動団体紹介

体
育
会
が
熊
本
地
震
募
金
を

日
本
赤
十
字
社
に
寄
付

レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
合
同
練
習

等
を
通
し
て
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

両
チ
ー
ム
は
以
前
か
ら
交

流
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鹿
屋

体
育
大
学
へ
の
合
宿
受
け
入

公
開
講
座
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
開
講

　

8
月
20
日
～
22
日
、
競
技

力
の
向
上
と
国
際
交
流
を
目

的
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
・
ア
ル

バ
ー
タ
大
学
の
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
鹿
屋
体
育

大
学
を
訪
れ
、
同
大
女
子
バ

　鹿屋体育大学では、夏休みを利用した短期集中型の公開講座を毎年開講して
います。今年もマリンスポーツ、バスケットボール、バレーボールの講座を開
講しました。

　「少年少女楽しいマリンスポーツキャンプ」
は、小学 3 ～ 6 年生を対象とし、錦江湾を臨む
同大海洋スポーツセンターでヨット、カヌー、
スキンダイビング等を体験、磯観察などによる
環境学習を行いながら、海の楽しさを知り、安
全に活動するための基礎知識を習得することを
目指し、実施されました。

　「バスケットボール・サマー・キャンプ」は
中学生以上を対象として 7 月から 8 月の間に 3
回開講され、総勢 218 名が参加しました。今年
は個人技を中心としたメニューで行われ、指導
補助を行った同大学生も生き生きとした表情で
指導していました。

　「バレーボール・サマー・キャンプ」は小・
中学生を対象に 3 日間で開講され、86 名の参
加がありました。このキャンプは技術面での向
上だけでなく、バレーに取り組む姿勢や、他校
生との交流などについても多くの学びの場とな
りました。

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
交
流

　

当
日
は
、
水
野
泰
貴
体
育

会
会
長
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
）
が
日
本
赤
十
字
社

鹿
児
島
県
支
部

を
訪
れ
、
松
田

典
久
事
務
局
長

へ
募
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。
同

会
長
は
、
「
鹿

屋
体
育
大
学
で

も
実
家
が
被
災

し
た
学
生
が
い

た
。
微
力
で
は

あ
る
が
、
学
生

の
手
で
集
め
た

募
金
を
復
興
に

役
立
て
て
欲
し

い
」
と
話
す

と
、
同
事
務
局

長
か
ら
は
寄
付

　

８
月
９
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
体
育
会
は
、
募
金
活
動
で

集
ま
っ
た
熊
本
地
震
募
金
を

熊
本
の
被
災
地
へ
届
け
て
も

ら
う
よ
う
に
、
日
本
赤
十
字

社
鹿
児
島
県
支
部
へ
寄
付
し

ま
し
た
。

　

募
金
活
動
は
、
体
育
会
が

4
月
25
日
か
ら
5
月
20
日
の

約
1
ヶ
月
間
、
同
大
学
生
食

堂
及
び
厚
生
会
売
店
の
2
カ

所
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
行

い
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
、

同
大
が
事
務
局
校
と
な
っ
て

開
催
さ
れ
た
「
第
66
回
九
州

地
区
大
学
体
育
大
会
」
（
主

催
：
九
州
地
区
大
学
体
育
協

議
会
）
の
大
会
期
間
中
の
各

会
場
で
も
募
金
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

水野体育会会長（左）、松田日本赤十字社事務局長（右）

「
２
０
１
６
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
」を
開
催
！

　

8
月
7
日
～
8
月
9
日
の

3
日
間
、「
２
０
１
６
Ｎ
Ｉ
Ｆ

Ｓ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
」
が
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
（
鹿
屋
体
育

大
学
共
催
、
鹿
児
島
県
・
鹿

児
島
県
教
育
委
員
会
・
本
財

団
後
援
）
に
よ
り
鹿
屋
体
育

大
学
、
財
宝
健
康
保
養
セ
ン

タ
ー
薩
摩
明
治
村
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
は
、
小
学
4
～
6

年
生
を
対
象
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
や
運

動
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
今
回
は
鹿
児
島
県
内
外

か
ら
41
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
体
操
、サ
ッ

カ
ー
、
水
泳
、
陸
上
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
新
し
い
友
達

と
の
共
同
生
活
を
楽

し
み
ま
し
た
。
最
終

日
の
閉
校
式
で
修
了

証
書
を
も
ら
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
充
実

感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

表
情
で
し
た
。

れ
は
今
回
が
初
め
て
。

　

到
着
し
た
20
日
に
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実

施
、
翌
21
日
に
は
鹿
児
島
女

子
短
期
大
学
も
招
い
て
3

チ
ー
ム
で
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン

マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
試
合
終

了
後
に
は
中
学
生
を
対
象
と

し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
最
終
日
と
な
っ

た
22
日
に
は
チ
ー
ム
ス
タ
ッ

フ
が
松
下
雅
雄
学
長
を
表
敬

訪
問
し
、
今
後
も
よ
り
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
面
々

に
と
っ
て
、
強
豪
校
の
プ

レ
ー
に
触
れ
大
変
よ
い
刺
激

と
な
り
ま
し
た
。

へ
の
感
謝
と
募
金
活
動
へ
の

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
か
け
ら

れ
ま
し
た
。



⑷平成２６年４月　第２７７号

何か物足りない、
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そんな“あと一歩”を
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闘いのスケジュール 11月
２日　第81回全日本学生ヨット選手権大会
 （～6　愛知/豊田自動織機海陽ヨットハーバー）
８日　全日本学生ボードセーリング選手権
 （～10　沖縄/沖縄県国頭郡国頭村字奥間）
　　　第69回全日本スナイプ級ヨット選手権大会
 （～13　和歌山/和歌山セーリングセンター）
12日　第28回「ツール・ド・おきなわ2016」大会
 （～13　沖縄/名護市他）
13日　第35回全日本女子学生剣道優勝大会
 （愛知/春日井市総合体育館）
17日　 2016年第45回全日本470級ヨット選手権大会 兼 第30回

全日本女子470級ヨット選手権大会
 （～23　兵庫/新西宮ヨットハーバー）
19日　2016年度全日本選手権自転車競技大会－オムニアム
 （～20　静岡/伊豆ベロドローム）
21日　第68回全日本大学バスケットボール選手権大会
 （～27　東京/国立代々木競技場第二体育館他）
22日　第41回西日本学生なぎなた選手権大会
 （奈良/奈良市中央体育館）
27日　第66回九州地区大学体育大会冬季大会柔道競技
 （鹿児島県/鹿児島アリーナ）
  第66回九州地区大学体育大会冬季大会剣道競技
 （鹿児島県/鹿児島アリーナ）
28日　第69回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会
 （～12/3　愛知県/名古屋市）
  第63回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会
 （～12/4　東京都/大田区総合体育館他）

学内行事 11 月
  6 日 大学説明会（東京サテライトキャンパス）
17 日 推薦入試及び特別入試（～ 18 日）
23 日 学長杯少年・キッズサッカー大会
下旬 日本学生支援機構奨学金返還説明会

【テニス】
◆平成28年九州学生夏季テニス選手権大会
　（8/18～8/28　福岡/九州国際テニスクラブ）
▽男子
 ダブルス 1位 岡村（修）・岡村（浩）

【男子バレーボール】
◆ ビーチバレーボール･ジャパン･カレッジ2016
　 第28回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
　（8/5～8/7　神奈川/川崎マリエン）
 ペア 8位 二宮・岩本

【体操競技】
◆第70回全日本学生体操競技選手権大会
　（8/18～8/21　福井/サンドーム福井）
▽男子
 個人総合 7位 前野　風哉
 種目別あん馬 2位 杉野　史尭
  7位 前野　風哉
 種目別つり輪 8位 杉野　史尭
 種目別跳馬 4位 中野　大貴
 種目別鉄棒 6位 金田　浩斗
 1部校　団体総合選手権の部
  5位 鹿屋体育大学
 1部校　団体種目別選手権の部
 ゆか 7位 鹿屋体育大学
 あん馬 5位 鹿屋体育大学
 つり輪 4位 鹿屋体育大学
 平行棒 4位 鹿屋体育大学
 鉄棒 4位 鹿屋体育大学

【水泳】
◆第63回全国国公立大学水泳競技大会
　（8/11～8/12　京都/京都アクアリーナ）
▽男子
 50m自由形 7位 湯之原　孝実
 100ｍ自由形 5位 川合　真
  5位 松林　耕一
 200m自由形 4位 今井　祐次郎
  6位 川合　真
 400ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  6位 梶谷　一樹
 100m背泳ぎ 3位 富田　修平
  5位 遠藤　舜弥
 200m背泳ぎ 2位 富田　修平
  4位 遠藤　舜弥
 100m平泳ぎ 1位 宮澤　祐太
  7位 脇園　樹
 200ｍ平泳ぎ 2位 宮澤　祐太
  4位 脇園　樹
 200mバタフライ 5位 岩下　幸平
 200m個人メドレー 3位 田崎　竜成
  5位 野﨑　充
 400ｍ個人メドレー 3位 田崎　竜成
 400ｍメドレーリレー 2位 遠藤、宮澤
   田崎、川合
 400ｍリレー 2位 松林、湯之原
   岡本、川合
 800ｍリレー 2位 今井、川合
   松林、小林
▽女子
 50m自由形 5位 牟田　絢香
  6位 竹林　愛花
 100ｍ自由形 2位 石原　愛由
  4位 牟田　絢香
 200ｍ自由形 4位 石原　愛由
  5位 鳥居　真世
 400ｍ自由形 2位 村中　みいな
  5位 小川　真侑
 100ｍ平泳ぎ 6位 五十嵐　陽美

 200ｍ平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
 100ｍ背泳ぎ 2位 山口　藍李
  3位 伊藤　鮎香
 200ｍ背泳ぎ 3位 山口　藍李
  4位 川崎　涼夏
 100ｍバタフライ 2位 大黒　舞子
  5位 大木場　真由
 200ｍバタフライ 1位 大黒　舞子
  8位 寺田　奈央
 200ｍ個人メドレー 6位 早水　柚香子
 400ｍ個人メドレー 5位 寺田　奈央
 400ｍメドレーリレー 2位 山口、五十嵐
   大黒、石原
 200ｍリレー 2位 菅、大木場
   牟田、石原
 400ｍリレー 2位 大黒、菅
   牟田、石原

【ヨット】
◆2016年度九州学生ヨット選手権大会（団体戦）
　（8/18～8/21　鹿児島/平川ヨットハーバー）
▽混合　国際470級 2位 鹿屋体育大学

【自転車競技】
◆ 文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権
　自転車競技大会
　（8/25～8/28　静岡/日本サイクルスポーツセンター）
▽男子
 スプリント 7位 野上　竜太
  8位 堀　航輝
 1kmタイムトライアル 1位 堀　航輝
  5位 野上　竜太
 ポイントレース 4位 阿部　将大
 ケイリン 3位 安本　昇平
 4kmインディヴィデュアルパーシュート
  3位 松本　憲斗
 タンデムスプリント 2位 安本、徳田（匠）
 スクラッチ 6位 黒枝　咲哉
 4kmチームパーシュート 2位 橋本、阿部
   松本、徳田（匠）
 チームスプリント 1位 黒枝、野上、堀
 個人ロードレース 140㎞ 5位 馬渡　伸弥
  7位 徳田　優
  9位 石井　駿平
 総合成績 1位 鹿屋体育大学
 トラック総合成績 1位 鹿屋体育大学
 ロード総合成績 1位 鹿屋体育大学
▽女子
 スプリント 2位 西島　叶子
  5位 髙田　奈生
 500mタイムトライアル 4位 橋本　優弥
  6位 西島　叶子
 ポイントレース 1位 橋本　優弥
  2位 江藤　里佳子
  3位 中井　彩子
  4位 髙田　奈生
 3kmインディヴィデュアルパーシュート
  1位 橋本　優弥
  3位 中井　彩子
 チームスプリント 2位 内村、橋本
 個人ロードレース60㎞ 2位 江藤　里佳子
  3位 中井　彩子
  4位 橋本　優弥
 総合成績 1位 鹿屋体育大学
 トラック総合成績 1位 鹿屋体育大学
 ロード総合成績 1位 鹿屋体育大学

【なぎなた】
◆第55回全日本学生なぎなた選手権大会
　（8/7　三重/津市芸濃総合文化センター）
 演技競技の部　ペア 3位 北・春山
 試合競技個人の部 3位 春山　さくら
 試合競技団体の部 1位 鹿屋体育大学

８月

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平
成
元
年
四
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
年
会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企

業
三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
財
団
に
対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に

つ
き
ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
、
二
千

円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え

る
額
に
つ
い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は
現
金
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融
機
関
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　
　

西
原
支
店　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　
　

西
原
支
店　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
教
育
財
団　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
関

係
各
位
の
格
別
な
る
御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

事
務
局
か
ら

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

《
保
護
者
》

広
島
県

大
植　

成
郎

長
崎
県

深
江　

誠
一

（
三
万
円
）

（
一
万
円
）

（
一
万
円
）

様様様

　
賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国

際
交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

蒼天祭のお知らせ
　来たる10月29日、30日、鹿屋体育大学の学園祭「蒼天祭」
が同大白水キャンパスにて開催されます。
　ステージイベントのほか、模擬店や昨年好評だったバブル
サッカー等も計画しています。ぜひこの機会に鹿屋体育大学
へお越しください。
【ステージイベント】
マッスルコンテスト、ビンゴ大会、歌うま王座決定戦、ガリ
ガリ選手権、大喜利、フードファイト、ゲストイベント　他
【大学開放事業】
破魔投げ大会、研究室へようこそ（研究・ゼミ等の紹介ポス
ター展示）他
※内容は予告なく変更する場合があります。
※ 駐車場の台数に限りがありますので、乗り合い又は公共交

通機関をご利用ください。

昨年度蒼天祭の様子


